














































































をみると、四世代（n = 2）、三世代（n = 28）、二
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である。厚生労働省の調べによると、平成21年の日
本人の平均寿命は男性79.59歳、女性86.44歳であ
る。医療技術の進歩などにより平均寿命は伸びる傾
向にある。日本には還暦という慣習があるが、これ
は60歳を迎えた人が生まれた年の干支を迎えて心機
一転始めるという意味が含まれ、赤いチャンチャン
コを着て「もう一度生まれ変わって出直す」という
祝いである。江戸時代までは人生五十年といわれる
ほど平均寿命は短かったが、近年の長生きの傾向に
より、長寿を祝う「重陽の節句」は、実質的な意味
においても人生の通過点のお祝となり、「認知」の
低い傾向を示したのではないかと推察される。
「経験」している行事については、「正月」「ク
リスマス」「大晦日」は約90%以上の人が行事とし
て経験しており、「上巳」「節分」「土用の丑」は
約70%以上の人が経験していた。その他の行事は半
数以下の割合を示した。とりわけ「重陽の節句」
「春まつり」「秋まつり」は約10%と低い値を示し
た。この結果は、「認知」同様であった。
以上の「認知」と「経験」の割合を比較し図3に
示した。その中で、現代の「年中行事」としてポ
ピュラーな行事としては、「お正月」「クリスマ
ス」「大晦日」であった。そして、約90%の人が
知っているのにも関わらず、「経験」は約50%を示
し、知っていても何もしないという行事は「七夕」
と「お月見」であった。これらの行事は遊戯的傾向
が強く、「七夕」は願い事を短冊に書き、笹竹に結
びつけて七夕飾り、「お月見」は月を拝み十五夜を
観賞する行事であり、食を共にして祝うというより
も個人の願いを尊重し、個々の嗜好性により行事と
して実践するかを決定していると思われ、親世代か
らの伝承が強く影響している行事であると思われ
た。
年中行事における行事食は、「神人共食」にあ
り、供物と御馳走は欠かせないことである。節供の
ご馳走は、季節がもたらしてくれた旬の食材などが
主流であり、「役者の新年」10) 二代目歌川国定画
（1863年）には、大皿に刺身、蓋つき器には煮物が
描かれており、旬の海の幸や山の幸をご馳走にして
いたようである。現在は、「餅」と「酒」は祝い事
には欠かせないご馳走であり、行事にも見られる共
通の食である。
年中行事食の喫食状況を表3-1，3-2に示した。
「毎年食べる」行事食としては、「大晦日」の「年
越し蕎麦」77.3%、「クリスマス」の「ケーキ」
77.3%、「お正月」の「雑煮」72.2%・「黒豆」
61.3%・「数の子」54.6%、「人日」の「七草粥」
52.1%「クリスマス」の「鶏肉・七面鳥料理」45.9%
佐藤幸子・山本千華・加藤里美・高梨萌・渡邉綾香
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図3．年中行事の認知と経験の比較（n = 194）
